
132 2013.3

平成24年度補正予算による工事予定箇所を紹介します。
　平成24年度補正予算が配分されました。木曽川下流河川事務所では、河川構造物の老朽化対策、事前防災・
減災対策など高い緊急性と効果が認められた工事を進めていきます。



ゴミの不法投棄について

～第5回揖斐川・長良川中堤合同クリーン大作戦～を実施しました。

不法投棄防止に対する取組み

　河川は身近な自然空間であり、毎日多くの

方が利用し、レジャーなどを楽しんでいます。

しかし、心ない一部の人たちによって毎日、多

くのゴミが捨てられているのも現状です。

　木曽川下流河川事務所では、さまざまな不

法投棄対策を実施するとともに、地域の方々

のご協力により清掃活動を実施しています。

　不法投棄の多い場所は川へ自動
車等が侵入出来ないよう施錠して
います。また、不法投棄の防止、早期
発見のために河川パトロールを強
化しているほか、監視カメラを設置
し、警察と協力し映像から不法投棄
を確認しています。

　河川に不法投棄されてしまったゴミについては、
NPOなど地域の方々のご協力のもと、定期的な清
掃活動を実施しています。
　平成25年２月15日には、NPO法人木曽三川ご
みの会、木曽川下流河川事務所、長良川河口堰管
理所の合同で「第5回揖斐川・長良川中堤合同クリ
ーン大作戦」を実施しました。
　当日は小雨が降る中、早朝から116名が参加し、
長良川河口堰の右岸公園からJR関西本線の橋梁ま
での約２kmにわたって清掃を行った結果、回収した
ゴミの量は２tトラック２台分にものぼりました。

監視カメラの映像はナンバープレートも確認出来ます。

　ゴミの不法投棄は、地域の景観を損うだけでなく、物によっては土壌や水質に重大な影響を与えかね
ません。また不法投棄されたゴミを回収し現状回復するには多くの人とお金（税金）がかかります（木
曽川下流河川事務所では毎年約1,000万円の費用をかけてゴミを処分しています）。
　いつまでもきれいな木曽三川を残すために、みなさまのご理解とご協力をお願いします。



水災害講演会を実施しました。

南海トラフ巨大地震に備え広域連携防災訓練を実施しました。

　平成25年２月12日、海津市文化セン

ターにおいて海津市、木曽川下流河川事務

所の主催により、「水災害における海津市

での犠牲者ゼロを目指して」と題した講演

会を開催しました。

　講師の群馬大学大学院・片田敏孝教授か

ら、海津市での洪水災害をシミュレーショ

ンした結果や、洪水災害による犠牲者をゼ

ロにするために必要な対応策をご講演頂き

ました。

　講演会は、地元住民や行政関係者など

約480人の方が参加し、熱心に聴講頂いた

ほか、講演後の質疑応答でも活発な意見

交換が行われました。

吸水側（筏川） 排水側（木曽川）

　平成25年２月７日、広域かつ甚大な被害が予想される南海トラフ巨大地震を想定し、国、東海４県が相互
に緊密かつ有機的に連携をした、初めての総合的な防災訓練を実施しました。
　木曽川下流河川事務所では、飛島村（海部郡）から弥富市、愛西市、津島市にかけての浸水域を対象とした濃
尾平野排水訓練を行いました。事務所から排水ポンプ車３台を愛知県愛西市の佐屋川排水機場に派遣し、内
１台により木曽川への排水を実施しました。

日時： 平成25年２月７日（木） ９:00～12:00
 ① 排水ポンプ車・通信機器設営
 ② 排水訓練・現地状況報告訓練
 ③ 現地状況画像伝送訓練
場所： 佐屋川排水機場付近（愛知県愛西市森川町東柳）

〈排水ポンプ車〉

【水中ポンプ諸元】
形　式：水中モータ駆動ポンプ
台　数：4台
口　径：200㎜
排水能力：30ｍ³/分
排水揚程：10ｍ
（排水ポンプ車1台あたり）






